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一

「往

生
」

と
云
う
語

が

シ
ナ
、

日
本

の
漂

土
教

の
諸
家

の
用
例

に
見
る
如
き

意
味
内
容
を
以

て
、
用

い
ら
れ
る
に
至
る
迄
に
は
、

幾

つ
か

の
護
展

段
階

を
経

て
い
る
。

こ
の
語
は
、

浮
土
教

に
於
て
は
、
往
生
要
集

の
如
く
、

そ

の
標

題
と

な

っ
て

い
る
著
述
も
少
く
な

い
程
、

重
要
な
役
割
を
果
す
語
と
な

っ
て

い
る
か

ら
、
浮

土
思
想

の
解
明

の
爲
に
は
、
佛
教

の
獲
達
過
程

を
通
じ
て
、
如

何
な

る

意
味
に
用
い
ら
れ
て

い
る
か
を
明
に
す

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
邸

ち
、

言
葉

の
理
解

に
は
、

思
想

の
裏

付
を
必
要
と
す

る
か
ら
、

そ

の
時
代
の
且
ハ鐙
的
事
實

か
ら
出
獲
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
併

し
な

が
ら
、
佛

教

の
場

合
に
は
、

思
想

を
表
現
す
る

の
に
適

切
な
形
式
を
備

え
て
い
る
語
が
多

い
こ
と
は
、

何
人
も
認

胃め
る
で
あ
ろ
う
。

從

っ
て
そ

の
方
面
か
ら
の
究
明
も
可
能

で
あ
る
。

こ

の
小
論

に
於

て
用

い
る
資
料

は
、

長
阿
含
経
巻
第
十

の
三
聚
経
、

大
品
般
若
経
雀

第

二

の
往
生
品
と
無
量
壽
経

と
に
と
ど

め
る
。

二

「
往
生
」
に
相
當
す

る
原
語

u
p
a
 
P
a
d
は
、

パ
ー
リ
に
は

u
p
a
p
a

と

u
p
p
a

a
ti
と

の
二
つ
の
語
形
を
有
す

る
が
、
梵
語

に

は

u
p
a
p
a
d
y
a
te

の
み
で
あ
る
。

そ
れ

は
、
入
。

生

・
趣

・
往
生
等

と
漢
課

せ
ら
れ
、

入
地
獄
、

(
1
)
 

(
2
)

生
天
上
、
趣
悪
趣
、
往
生
藩
漂
世
界
の
如
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。

(
3
)

長
阿
含
経
巻
第
十
の
三
聚
輕
は
悪
趣
、
善
趣
、
浬
繋
に
一
法
よ
り
十
法
を
配

し
て
、
法
数
を
取
扱
つ
て
い
る
が
、
そ
の
第
八
法
の
と
こ
ろ
で
、
八
邪
行
は
悪

趣
に
向
い
、
世
の
正
見
、
正
志
、
正
語
、
正
業
、
正
命
、
正
方
便
、
正
念
、
正

定
は
善
趣
に
向
い
、
入
賢
聖
道
は
浬
繋
に
向
う
、
と
詮
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、

(
4
)

増

一
阿
含
経
巻
第

十
三
の
地
圭
品
に
於
て
、

三
聚

t
a
y
o
ra
s

を
読

い
て
、

入

正
道
を
等
聚
、

八
邪
道
を
邪
聚
と
な
す

の
と
全

く
同
じ
趣
意
を

の
べ
た
も

の
で

あ
る
。
從

っ
て
趣
悪
趣
は
邪
聚
、
趣
善

趣
は
不
定
聚
、

趣
浬
葉
は
等
聚
に
配
せ

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
に
よ

っ
て
み

れ
ば
、

阿
含
経

に

於

て

は
、

u
p
a
-

p
a
d
は
悪
趣
、
善
趣
、

浬
繋

の
い
つ
れ
に
趣
く

こ
と
を
も

意
昧
し
て

い
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
 

(5)

大
品
般
若
経
巻
第

二
の
往

生
品
で
は
、
菩
薩

の
來
生
と
往
生
と
を
明
す
と

こ

ろ
に
於

て
、
菩
薩
を
(1)
從
他
方
佛
國
來
生
、

(2)
從
兜
率

天
上
來
生
、

(3)
從
人
道

中
來
生
の
三
種
に
分
ち
、
夫
々
、
疾
與
般
若
波
羅
蜜
相
懸
、
不
失
六
波
羅
蜜
、

不
能
疾
與
般
若
波
羅
蜜
相
鷹
と
読
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
菩
薩
を
、
六
度
と
相

(6)

慮
す
る
か
否

か
に
よ

っ
て
、
三
聚

に
分
類

し
た
も

の
で
あ
る
。

こ
こ
に
菩
薩

の

往
生
を
読

く
理
由

と
し
て
、
龍
樹
は
智

度
論

の
往
生

品
を
繹
す
る
と

こ
ろ
に
於

(
7
)

て
、
中
論
の
偶
を
引
用
し
、
更
に
畢
寛
室
不
遮
生
死
業
因
縁
是
故
読
往
生
と
の

べ
、
二
諦
の
妙
用
を
獲
揮
し
て
い
る
。

無
量
壽
経
に
於
け
る
正
定
聚
、
不
定
聚
、
邪
定
聚
は
、
親
攣
は
こ
れ
を
難
思

議
、
難
思
、
鍵
樹
林
下
の
三
往
生
に
配
し
、
世
親
が
五
念
門
に
よ
る
と
な
し
た

(
8

)

と
こ
ろ
を
承
け

て
、
他
力
廻
向

の
信

に
よ
る
こ
と
を
明
に
し
た
。

以
上
の
用
例

に
よ

っ
て

「往

生
」

は
常

に
三
聚

と
云
う
範
疇
に
よ

っ
て
読
か

れ
て

い
る

こ
と
と
、
そ

の
手
段
と
な

っ
て

い
る
も

の
の
内
容
は
八
正
道
、
六
度
、

五
念
門
等

の
如
く
、

佛
教

の
獲
達
過
程

に
よ

っ
て
、
異

っ
て

い
る
こ
と
が
知
ら

れ
る
。
「
往
生
」
は

こ
の
よ
う
な
形
式

に
て
説
か
れ

て

い

る

が
、

但
、

無
量
壽

経

に
よ

っ
て
代
表
せ
ら
れ
て
い
る
立
場
は
、

著
し
く
質
的

に
相
違

し
て

い
る
こ
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と
に
注
意
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な

い
。
そ
れ
は
願
行
思
想
に
ほ
か
な

ら
な

い
。
か

く

の
如

く
、
廣
く
三
界
。

六
道
並
に
諸
佛

の
澤

土
に
生
ず

る
こ
と
に
用
い
ら
れ

て
い
た
語

が
、
漂
土
教

の
盛
に
な

る
に
及
ん

で
、
圭
と
し
て
極

樂
澤

土
に
生
れ

る
こ
と
を
意
昧
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
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